






















 1 当時の正式名称はKejserliga Alexanders Universitetet i Finland。「アレクサンド
ル帝政大学」という訳例がある。石野 (2014), 石野 (2017) : 62.













ない6。とはいえ、成文憲法の不存在に着目する Kirby も7、Gustav Mauritz 
Armfelt、Carl Erik Mannerheim あるいは Robert Rehbinder らフィンランド
　 　















スという行為を権利として追認した。平井 (2013). 平井 (2014). 
 5 Déclaration d'engagement de Alexandre Ier à Porvoo, (15-27 mars 1809).
 6 百瀬 (1980) : 76-77. 百瀬 (1998) : 192-193. 坂上 (2016) : 158. 石野 (2017) : 55-
60.


















 8 Kirby (2006) : 73-75.





































































ライネン（Kaarle Kustaa Samuli Suomalainen, 1850-1907）である。スオマライネ
ンも検閲実務で影響力があった。Paloposki (2010) : 277-280.なお、フィンランド
語最初の本格的な中編小説はAleksis Kivi(1834-1872) のSeitsemän veljestä [七人兄
弟], 1870である。
18 Nuorteva (2016)  : 45.
19 Kerkkonen (1995) : 19-26. Nuorteva (2016)  : 45.
－ 180－
人や新聞発行人としてグロンブロード現役時代も今も著名な人物である。
本職は歴史学の講師（docent i allmän historia, Kungliga Akademien i Åbo）



















は、散発的に大学関係者が辞職させられる事件が発生している。Kirby (2006) : 
88.
22 平井 (2017b).
23 新聞Tidningar Utgifne af et Sällskap i ÅboはAurorasällskapet（フィンランド語は
Aurora-seura、オーロラ協会）により刊行。協会の主要メンバーは Henrik Gabriel 
Porthan、Matthias Calonius、Carl Fredrik Fredenheim、Johan Lilius、Abraham 




























25 Nuorteva (2016) :  45.
26 Kerkkonen (1995) : 19-26. Nuorteva (2016) : 45. Arwidsson (1846) : FÖRETAL, p.ⅲ-ⅳ.
27 平井(2014).
28 フィンランドのスウェーデン語文献協会（SLS）では"Svenskar äro vi icke, 
ryssar vilja vi icke bli, låt oss alltså vara ﬁnnar” と引用されている。SLS (2008–
2012) : ARWIDSSON, Adolf Ivar(1791–1858)  Skriftställare, bibliotekarie   http://
www.blf.ﬁ/artikel.php?id=3122（閲覧2017年10月13日）. フィンランド文学協会
の事典の説明では"ruotsalaisia emme ole, venäläisiksi emme halua tulla, olkaamme 
siis suomalaisia"と表現されている。SKS Biograﬁakeskus : Arwidsson, Adolf Ivar 










れるのにはさらに時間を要した。Kaarle Krohn （1863-1933） 執筆のフィンランド
語卒業論文受理が転換点の一つとなる。）1865年の独自通貨マルッカ導入も担当
した。彼の指導した学生の中には図書館員として活躍した人物もいる。
29 Päiviö (1998) :  25.
30 刊行の挨拶記事は新聞Finlands Allmänna Tidning 20.11.1820 no 136にある。創
刊号は05.01.1821 Åbo Morgonblad no 1。Kansalliskirjasto (2001-2017).
31 Päiviö (1998) :  25.
32 Päiviö (1998) : 26-27.亡命後はアルヴィドソン自身の情報アクセス権も制限さ
れたことになる。











































34 Kerkkonen (1995) : 29に援助の状況の説明がある。
－ 184－




化されていた。1828年に A.S. Shishkov が辞任し、エストニア・ドイツ系

















35 Ruud (2009) : 52-53.
36 検閲者には、サンクトペテルブルク大学で統計学を教えていた A. L. Krylov
（1841年から1853年に就任）、著述家・雑誌編集者の P. A. Korsakov（1835年から
1845年に就任）らがいた。Ruud (2009) : 80.
37 Ruud (2009) : 55.
38 Ruud (2009) : 58.
39 Ruud (2009) : 55.












3.3   1829年導入の検閲制度
　検閲制度は Förordning (1829)[勅令（1829年）] で定められている。正
式名称は、Hans Kejserliga Majestäts Nådiga Förordning angående Censuren 
och Bokhandeln i Stor-Furstendömet Finland. Den (2) 14 October 1829. [フィ
ンランド大公国における検閲と書籍取引に関する陛下の慈悲深い勅令　
1829年10月14日]である43。セナーッティの承認した1829年10月14日が勅令
の公布日になっている44。この勅令は「第 1 章　総則」（第 1 条から11条）、
「第 2 章　検閲委員会の設置」（第12条から15条）、「第 3 章　検閲委員会に
よる対象調査　第 1 節　検閲内容」（第17条から35条）など全94条からなる。
　 　
41 Paloposki (2010) : 267. 検閲はヘルシンキのほかに、オーボ（Åbo）、ヴィボル
グ（Viborg）、ヴァーサ（Vasa）及びオウル（Uleåborg）で実施されうることになっ
ていた（Förordning (1829)の第12条）。
42 Pulkkinen (2003) : https://www.kansalliskirjasto.fi/extra/verkkonayttelyt/
kirjatietoverkkojenmaailmassa/pulkkinen4.html
43 後に国際情勢の変化を受け、Förordning (1850). [勅令（1850年）]で修正されて
いる。




閲評議会のメンバーはヘルシンキ大学（Alexanders Universitet i Finland）
の Vice Canceller やセナーッティ経済部門の公文書等担当の閣僚（Chefen 
för Cancellie Expeditionen och Procuratorn）ら 4 人で構成された46。議長は






















50 Förordning (1829)別表予算（Utgifts-Stat för Censur-Inrättningen i Storfurstendömet 
Finland.）。検閲評議会が1033.33⅓銀ルーブル（経費500を除き給与）、検閲委員会
が2966.66 ⅔銀ルーブル（経費800を除き給与）。
51 Paloposki (2010) : 265. Pulkkinen (2003) : https://www.kansalliskirjasto.ﬁ/extra/
verkkonayttelyt/kirjatietoverkkojenmaailmassa/pulkkinen4.html . Vahtola (2017) : 221-
222. 
52 kirby : 88.
－ 187－
ランド大公国時代において「検閲の歴史的な力」を各資料に及ぼした53。






















53 Pulkkinen (2003) : https://www.kansalliskirjasto.fi/extra/verkkonayttelyt/
kirjatietoverkkojenmaailmassa/pulkkinen4.html
54 Förordning (1829)の第17条ほか。
55 Paloposki (2010) : 268.
56 出版の背景や社会での受け入れられ方については例えばkirby(2006) : 96。






















59 Paloposki (2010) : 276. Pulkkinen (2003) : https://www.kansalliskirjasto.ﬁ/extra/
verkkonayttelyt/kirjatietoverkkojenmaailmassa/pulkkinen4.html







61 Paloposki (2010) : 278-279.









































4. 1858年 9 月18日付、グロンブロードによる資料集の紹介　
Utgifvaren（発行担当者）などの手紙草稿二つ
5. 国内外多数の刊行業者リスト
6. 1859年 1 月22日付　セナーッティ向け手紙の下書き　差出人はG. 
M. Franck　　この下書きにもFranck本人署名あり
7. セナーッティへ提出する資料のリスト例示
 1 は、 7 つ以上の序文（Förord）推敲原稿が重ねてられている。推敲原稿は、
冒頭など一部だけの書き換えもある。2 は序文推敲原稿の下の方にあるも






























Utdrag un Kejsenliga Senatens för Finland Ekonomi-Departments 


























66 Franck, G.M.のEkman, Robert Wilhelm 宛1868年の手紙で筆跡を確認した。1868
年の手紙には透かしでFranckとあり上質の紙が用いられている。Ekman, Robert 
Wilhelm (Inb), Åbo Akademis bibliotek, Handskriftsamlingarna.
67 Grönblad (1843)  Förord



























69 Helsingin yliopisto (2003-2017) : 9.6.1849 Gustaf Mauritz Franck, https://
ylioppilasmatrikkeli.helsinki.ﬁ/henkilo.php?id=16699　（閲覧2017年10月17日）

















































72 Cook (2011). アーカイブズがその時代の社会的記憶を集める機関として認識さ
れると、アクセス制限となる検閲はありえない。「記憶」を「自ら」封じること
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